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西園寺 公 望展 と関 東五 支 部懇親 パ ー ティ 盛況 の うち に終 る !

立命館創始 120年・学園創立 90周年記念「 西園寺公望展」は10月 11日から

16日 まで東京 。日本橋高島屋で開催された。のべ 12,000人 の入場者があ り、
成功のうちに終 った。公望展 に合わせて東京・ 神奈川・千葉・栃木・埼玉支部

による校友合 l~」懇親パーテイが10月 14日 、レス トラン「プ リンセス」で開かれ

た。谷岡総長はじめ本部からも多数の来蜃があり、参加者 200名を越える盛

会ぶりであった。神奈川県支部からも 20名の参加。

第 9回 支 部 総 会 開 か れ る

神奈川県支部総会が大南聡長ほか多奴の来質を迎え、横浜駅西口「 高島屋デ
パー ト・ ばらの間」にて 3月17日 (日)開かれた。家族の参加もあり、なごやか
な歓談がいつまでも続いた。

平 成 2年 度 忘 年 大

12月 2日 (日 )横浜駅西口「高島屋デパー

F―El

会 開 催 さ れ る

卜・ばらの間」にて開fr_された。

朝支部校友

ネト屋南 女史
(昭46史学科卒 )

クミヨ (夢よ)!出板す

在日韓国人三世のフ

リーライター (本卜)さん
が、ラジオたんば「満
載ラジオ5。 5・ 5」 のキ
ョンナムさんと語るで

'88年から 1年半、日
本の若者に韓国の歴史
や韓国人の物の見方な
どを語 り掛けてきた。
スタジオと若者の
を帯びた交流の記録が
このほど未来社より
版された。
(定価 ¥1,545)
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志 願 者、 10万 人 を 突 破 !
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入 試 選 抜 委 員 長 を 経 験 し て

県立田奈高校 教諭  長谷川貞栄 (IIg45地理卒 )

=天

嚢董援百三馨翼嘉うF事罰源罫岳l整鷺?獣甕畠薯F
採点、合格判定会議、発表、事後処理等々の連続で、仕事の悶あられであった。
職員会議に原案提出のため、朝 5時まで案を練 ったり、仕事の手はずに欠落
はないかと真夜中に目が覚め、寝むれないこともあった。委員長の経験を通し

炉

‐

5濯 翼 罰 l:動
鵡 蹴 器 摯

:であった。

筆者は立命館が京都にあるから、京都で 4年間学べ るから立命館に進んだ。
理工学部の草津移 転は、それを超える研究水準と施設が求められる。

車のことは何でも相談 して下さい
新車  中古車  カー リース
鶴  見 ― 男 ("年経卒 )
神奈川日産自動車鞠

特販 リース部
雪  (045) 261-4623
横浜市中区長者町  1-3-3

弁護士  中 村  勲 (33年法卒 )

弁護士  三 浦 守 正 (43年法卒 )

校友の皆さまのご健康 とこ活目

をお祈 りします。
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第 9回 神奈川県支部総会にあたり、支部役員・平成 2年度会計報告・平成 3
年度会計予算 (実)・ 平成 2年度活動報告を致します。
○ 支 部 役 員   顧  間 小田切義雄 (18年文 )

鴫崎栄治 (20年理 )
相 談 役
支 部 長
副支部長
幹 事 長
all幹事長

西村 弘 (26年経)岸本哲夫 (26年法 )

(27年経)茂山哲也 (31理工 )

森田康夫 (19年理工 )
中西昭雄 (27年経 )
相沢良信 (∞年理工 )

勝田寛― (25年文 )
梶岡重義 (23年理工)斎藤寿弥
武田智敬 (30年法 )

事

事

監

幹

霧桑
宗
暦1着軍要1聾ぷ川賢羮鸞 姜声

田 隆(41年法)
織田陽司 (35年理工)浅 野 勲 (35年理工 )
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○ 平成 2年度 立命館大学校友会 神奈川県支部 会計報告 平成 3年 3月 17日
会計 上田 隆、尾崎俊彦

収 入 の 部 支 出 の 部

『
qF月 よ り綺き1戒       340.164 719,120
146名 )      438.000 忘年会費     294,724
(H2.3.18)     760,000 26,000

一
Ｓ F`ヽ書  (H2.12.2)   413.000 :通費       409,234
寸≦L(各支部・団体他 )415,000 148,519
―クション     277.650 ,1愛           146,637
雑 収 入              5,693 雑 費        32,493

´
備 費 0

奪 度 へ 繰越      872,780
合 計        2.649.507 合 計     2.649.507

じな 獄り暢を,fべ 弯夕つ
○ 平成 3年度 立命館大学校友会 神奈川県支部 予算実

会計 上田 隆、尾崎俊彦
収 入 の 部 支 出 の 部

前年』 よ セ〕繰 越       872.780 壼 lH3.3.17) 600,000
年 ζ 504綺 )    450,000 420,000
者a` 800,000 300,000
忘 年 会 費  (70名 )     420,000 費      500,000
寸
`

350,000 200,000
オ ー ク シ ョン      150.000 弔 1貯           2001000

馨 吾         50.000
予 脅           400,000
次年度へ繰越    372,780

合 計         3,042,780 合    計     3,042,780

★ ポームカミングデーに

"名
参加・・・支部では創立 90周年記念行事のホ

ームカミングデーと支部行事のゴルフの会をジ ョイン トして衣笠キヤンパ
スを訪れた。 5月 20日 (日 )

★ 第15回ゴルフの会・・・ 3月 2日 (土 )
沼津国際 CCにて 19名の参mで行われた。

優勝 伊木 章 (∞年法)さん。
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